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６．成果の要約 

早期（3月播種）の高密度育苗（300g播）において苗丈を確保するには3週間以上、マット強度は4

週間必要であり、晩期（6月播種）では2週間で苗丈、マット強度共に確保できた。300g播の苗質は

いずれの形質も150g播に比較するとやや劣る傾向にあった。また、本田への移植後の生育差は小さ

く、諸障害に対する耐性や収量性などに差は認められなかった。当県の標高の異なる地域、播種時

期の異なる場合においても本技術を適用できることが示唆された。 

７．目 的 

本県の大規模経営体が水稲の高密度育苗による低コスト栽培技術を導入するには、気温

の異なる育苗時期別の苗丈、マット強度、苗の老化等の苗質を明らかにする必要がある。

3/15～6/2の間、15日間隔で播種し苗質を定期調査した。また、高密度育苗した苗と慣行

苗をさらに低コスト化が可能な疎植条件（11.1株/㎡）で早期、普通期、晩期に移植し、

生育、収量、品質を確認する。苗質の目標は次のとおり。苗丈：12～15cm、第1葉鞘高：4

～5cm、茎葉の充実度：0.8mg/cm以上、葉齢：2.0～2.5、ルートマット強度（10×10cm）

：苗取り板使用の場合；10N以上（苗を巻くことが可能；20N以上）。 

８．主要成果の概要及び考察 

（１）3 月播種においては 150g、300g 共に 3 週で苗丈 12cm 以上を確保できた（図 1）。4/14

～5/15 播はムレ苗または苗いもちの発生により苗丈を確保できなかった。 6 月播種は 2

週で 12cm に達した。温度および通気性の管理が重要。 

（２）葉色は育苗の経過に伴って低下する傾向である。長期の育苗は老化が進み、障害の発

生する危険性が高まる。 

（３）ルートマットの強度は、3/15 播 300g を除いて、育苗 3 週目までに 10N に達した（図

2）。20N を上回るには 3 月播種では 4 週、4 月以降ではほぼ 3 週を要した。 

（４）4～6 月の 3 移植期にはそれぞれ 4 週、3 週、2 週苗を用い、専用田植機を用いて疎植

条件で移植した。3/15 播は植付姿勢が不良で浮き苗が多発し、移植 30 日後の欠株率が

高くなった（表 1）。 

（５）計算上の所要苗箱数は 150g 播が 7.3～8.4 箱/10a、300g 播が 3.4～5.1 箱/10a であっ

た。 

（６）150g 播と 300g 播の苗質は異なるが、移植後の生育（草丈、茎数、葉齢、葉色、成熟

期、稈長、穂長、穂数等）、収量に及ぼす影響は比較的小さかった（表 2）。 

（７）以上の結果、300g 播の苗質はいずれの形質も 150g 播に比較するとやや劣る傾向にあ

るが、移植精度を維持できる苗質の確保には育苗初期の第 1 葉鞘高の確保、育苗時期の

環境に応じた温度や通気性の管理が必要である。また、長期の育苗は老化による障害の

危険性が認められた。150g 播と 300g 播の苗は、いずれの移植時期においても本田への

移植後の生育差は小さく、諸障害に対する耐性や収量性などに差は認められなかった。

当県の標高の異なる地域または播種時期の異なる場合においても本技術を適用できるこ

とが示唆された。 

９．問題点と次年度の計画 

育苗の安定性を高めるための育苗培地や保温資材など育苗資材の選定と実証、各育苗ス

テージにおける温度管理指標の策定。 
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表１　苗質，植付精度および箱数
移植期 播種量 育苗期間 植付本数 スリップ率 箱数

（g/箱） （日） （本/株） 移植後 30日後 （％） （箱/10a）
150 14.0 25.5 3.7 1.0 21.9 7.6
300 12.1 * 12.0 ** 4.4 0.8 29.3 5.1
150 12.0 36.9 3.6 3.4 6.2 8.4
300 11.0 25.6 3.0 5.3 8.0 3.4
150 15.7 19.4 3.5 4.5 6.8 7.3
300 15.3 14.7 4.0 5.2 6.8 4.3

注）*、**は同一移植期の150g播種と比較してそれぞれ5％、1％水準で有意差があることを示す（ｔ検定）。
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図２ ルートマットの引っ張り強度 

**は同一播種日、同一週数の 150g播種と比較して 1％水準で有意差あり（t 検定） 
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図１ 苗丈の推移 

*は同一播種日、同一週数の 150g播種と比較して 5％水準で有意差あり（ｔ検定）。 
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表２　生育，収量および障害
移植期 播種量 出穂期 成熟期 稈長 穂数 精玄米重 検査等級 倒伏

（g/箱） （月.日） （月.日） （cm） （本/㎡） （kg/a） （1-10） （0-5） 葉いもち 紋枯病
150 7.16 8.22 93 335 50.3 7.0 0.0 0.0 45.6
300 7.17 8.22 93 333 49.2 98 8.3 0.0 0.0 62.2
150 7.29 9.03 92 338 58.0 6.3 0.5 0.0 49.1
300 7.30 9.03 93 322 59.1 102 6.3 0.5 0.0 22.2
150 8.15 9.27 101 354 57.1 6.3 4.0 9.4 22.2
300 8.16 9.27 99 360 56.7 99 6.7 4.0 16.2 21.3

注）検査等級は広島県JA農産物検査協会調べ。各等級を上・中・下に区分した10段階評価
　　倒伏は収穫時、葉いもちは6/30、紋枯病は収穫前の調査。
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